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表
紙

神
秘
の
湖
・
田
沢
湖

（
秋
田
県
仙
北
市
）

周
囲
約
20
㌔
、
水
深
は
４
２
３
・
４
㍍
と
日
本
一
の

深
さ
を
誇
る
田
沢
湖
は
、
辰
子
姫
伝
説
に
彩
ら
れ
、「
神

秘
の
湖
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ル
リ
色
の
湖
面

に
映
え
る
秋
の
景
色
は
四
季
の
中
で
も
っ
と
も
美
し

く
、
た
つ
こ
像
か
ら
見
え
る
秋
田
駒
ヶ
岳
と
の
コ
ラ
ボ

は
絶
景
で
す
。
澄
ん
だ
空
気
の
中
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
気
軽
に
登
山
が
で
き
る
秋
田

駒
ヶ
岳
も
人
気
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

体
を
動
か
し
た
後
は
、
お
腹
を
満
た
し
て
く
れ
る
グ

ル
メ
や
ス
イ
ー
ツ
、
地
ビ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。
周
辺
に

は
温
泉
施
設
も
多
く
、
景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
露
天
風

呂
は
温
泉
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
、
訪
れ
る
多
く
の
人
た

ち
を
魅
了
し
、
疲
れ
た
体
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

田
沢
湖
畔
か
ら
車
で
約
20
分
の
と
こ
ろ
に
は
、
東
北

の
耶
馬
溪
と
称
さ
れ
る
「
抱
返
り
渓
谷
」、
そ
し
て
春

の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
で
知
ら
れ
る「
角
館
武
家
屋
敷
通
り
」

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
紅
葉
の
名
所
と
し
て
毎
年
多
く
の

観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

こ
の
秋
は
、
小
さ
な
お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
め
る
田
沢
湖
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
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先
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田沢湖畔に立つ「たつこ像」

	 1	 巻頭エッセー／成長、信頼・安心、笑顔の香川を目指して� 浜田恵造（香川県知事）

レギュラーリポート

●青森県五所川原市� 高校では全国初、農業生産の国際認証を取得� 三上浩樹
●秋田県にかほ市� 「つなぐ・つながる・ひろがる」防災教育� 三浦　玲
●茨城県桜川市� 高校生が育てたコメから酒造り� 西岡勇一郎
●山梨県北杜市� 学校と地域が連携した「もり上げ隊」で地域活性化� 本荘　有
●兵庫県朝来市� 子どもから大人まで�タテ・ヨコ・ナナメのつながりが学びを育む� 馬袋真紀
●山口県周防大島町� 大島商船高専の技術と教育を生かして起業家養成� 岡野内　悟
●高知県香美市� 県立高校から発信する地域と協働した人づくり� 濱田久美子
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移住・定住・交流推進支援事業　山梨県韮崎市
田舎体験シェアハウス「蛍雪寮」
� 佐藤道平

地方創生実践塾　北海道ニセコ町
環境モデル都市ニセコが目指す
「世界標準の環境創造とビジネスの両立」
� 本間泰則

国内調査報告　千葉県山武市、徳島県鳴門市
エコノミックガーデニングがまちづくりに与える影響
平成 29年度土日集中セミナー
人にやさしいオープンデータは住民と行政を変える
広報室だより
「良い動画の作り方」を学ぶ
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32� 手前みそですが…� 【神奈川県三浦市】

まちづくりコラボ　㈱ＡＮＡ総合研究所
地域とともに、地域の未来を創りたい
� 星　幸男

地方創生へ―ウッドスタート宣言　富山県氷見市
地方創生の小さなエンジン
� 伊東　翼

首長の思い
モータースポーツ都市宣言のまち

末松則子（鈴鹿市長）
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